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祈
り
の
復
活

第三幕

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
百
村
の
百
堂
念
仏
舞
。
平
成

24
年
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
一
時
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
翌
年
、
関

係
者
や
地
域
住
民
の
思
い
に
よ
り
見
事
復
活
を
遂
げ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ

た
の
は
、
地
区
と
学
校
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
児
童
の
一
言
だ
っ
た
。

あ
の
舞
を
再
び
ふ
る
さ
と
に

穴沢小出身の大和田くんは昨年4
月、3年生以来の舞で太鼓を担当
した。「みんなが見ている前です
ごく緊張したけど、無事に踊り
終わった後は達成感がありまし
た」と、当日を振り返り、「覚え
たことは練習の中で5年生にしっ
かりと伝えたい」と微笑んでいた。

「鉦
かね
をやってみたい」と話すのは

戸田小出身の池田くん。授業で
念仏舞について調べ、難しい歴
史も学んだ。「舞も難しそう」と、
4月の本番に向けて不安を覗かせ
つつも、「みんなに見てもらえる
よう踊りの練習を一生懸命頑張
りたいです」と話してくれた。

　
木
々
が
淡
い
緑
で
染
ま
り
始
め
る
４

月
29
日
。
百
村
の
光
徳
寺
前
の
通
り
で

は
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ

て
練
り
歩
く
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
ま
で

に
ぎ
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
こ
こ
数
年
の
話
。
平
成
22

年
ま
で
百
村
本
田
地
区
の
子
ど
も
だ
け

で
継
承
し
て
い
た
舞
は
、
担
い
手
の
減

少
に
伴
い
、
24
年
に
休
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。（
23
年
は
震
災
に
よ
り
休
止
）

　
念
仏
舞
も
舞
手
の
人
数
が
決
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
全
て
を
揃
え
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
。
１
年
の
休
止
期
間
に
復
活

さ
せ
る
の
か
、こ
の
ま
ま
な
く
す
の
か
、

地
区
で
話
し
合
い
を
重
ね
、「
大
切
な

文
化
だ
か
ら
」と
地
区
の
間
口
を
広
げ

て
継
承
す
る
道
を
選
択
し
た
。
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
が
当
時
の
穴
沢
小
学
校
に

通
い
、
３
年
生
以
上
の
児
童
に
舞
を
指

導
。
統
合
後
の
高
林
小
学
校
で
は
、
毎

年
６
年
生
が
初
々
し
く
一
段
と
に
ぎ
や

か
な
列
を
な
し
、
愛あ
た
ご宕

神
社
に
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

［百村の百堂念仏舞］
百村地区で五穀豊穣・家内安全を祈って毎
年4月29日の鎮守愛宕神社の祭礼に奉納さ
れる念仏踊り。かつては盆行事の一つとし
て村内の数多くのお堂前などで演じられて
いたことから百堂念仏舞の名が付いたとい
われる。統合後の高林小では、毎年6年生
が舞手を担っている

　小高さんに提案いただき復活と
なった念仏舞。復活して5年経ち、
穴沢小も高林小と統合しましたが、
今も変わらず受け継がれているこ
とに感謝と安堵の気持ちです。
　復活に向けて動きだした年、地
域の指導者に教わりながら練習に
励む児童の姿が、とても印象に残っ
ています。翌年の4月、神社への奉
納を前に「学校として参加したい」
と地域の方々に説明したところ、
慎重な意見もありましたが、結果
として受け入れていただきました。
これを機に、児童は民俗芸能との
関わりを通して、さまざまな学び
の機会を得ることができたと思い

ます。地域の人との触れ合いを通
して人の温かさを学ぶこと、伝統
の継承という役割をとおして人に
認められること、こうした成功体験
によって得られた自信が新たな挑
戦につながるでしょう。
　児童は学校だけでなく地域に
よって育まれるもの。学校も地域
の一員としての役割が期待されて
おり、今回の取り組みはその一例
です。地元の文化を知り、それを
次の世代につなげていく。そうし
た人と人のつながりを通して地域
の結束を強め、郷土愛を育む核に
なるのが民俗芸能ではないかと
思っています。

　「華やかな衣装を着てみた
い」。これは、念仏舞を復活さ
せるきっかけとなった穴沢小6
年生の言葉です。平成23年の東
日本大震災に続き、翌年も担い
手不足で休止に追い込まれた念
仏舞。昭和34年の復活以来、百
村本田地区の子どもだけで舞を
継承してきましたが、ここ最近
の子どもの人数では、休止せざ
るを得ませんでした。
　そんな矢先、穴沢小6年生の
授業で「民俗芸能」について話す
機会をいただき、それが縁で復
活に向けた話がスタートしまし
た。まずは、その年の9月の運
動会で披露するために練習を重

ねていきましたが、学校との話
し合いの中で「せっかくなので4
月の奉納でも…」と話が進んで
いきました。児童の参加にあた
り、保存会の規約を一部改正し
て地区以外の児童が参加できる
ようにしたほか、負担が軽くな
るよう15分あった舞の時間も半
分にしました。これが実現でき
たのも地区の皆さんと学校関係
者のおかげ。嬉しかったのは舞
を終えた児童の保護者に「素敵
な思い出の機会をありがとう」
と声をかけていただいたこと。
これからも文化の継承が、舞手
のよき思い出として刻まれてい
くことを心から願っています。
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長く受け継がれてきたものだから伝え遺したい。
地区の皆さんの理解と子どもたちの勇気に救われました

地域の結束を強めるもの。
郷土愛を育むもの。
その核となるものが
民俗芸能だと思っています

念仏舞に初挑戦
「不安だけど頑張ります」

今年で卒業
「学んだことを後輩に…」


